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要 約 

本研究の目的は，ẕぶの心的እയᚋストレス症状㸦PTSS㸧と患ඣのきࡻうだいの PTSS との㛵連を検

討することであった。ᑠඣがࢇ患ඣのきࡻうだい 26 ྡおよࡧそのきࡻうだいのẕぶ 24 ྡに㉁問⣬調ᰝを

実᪋した。ẕぶの PTSS と患ඣのきࡻうだいの PTSS の┦㛵ศᯒを行なった結果，ẕぶと 15 ṓᮍ‶の患

ඣのきࡻうだいの PTSS に中程度のṇの┦㛵があることが示された。患ඣのきࡻうだいの PTSS の㧗さが

発ぬしたሙྜ，ẕぶも PTSS が㧗いྍ能性が考えられるため，ࣕࢩ࣮ࢯル࣮࣏ࢧトなど患ඣのきࡻうだい

に対するእ㒊からの支᥼がᚲ要であると考えられる。 
キーワード㸸ᑠඣがࢇ ẕぶ きࡻうだい 心的እയᚋストレス症状㸦PTSS㸧ࣕࢩ࣮ࢯル࣮࣏ࢧト 

 
 

問 題 

 

ᑠඣがࢇの治療成⦼が向上し，70㹼80㸣の治

⒵がᮃめるようになったといわれているものの, 
わがᏊの࿨をዣわれかねない事態に対するぶの

衝ᧁは強い㸦田㑓・℩ᒣ・神田，2008㸧。ᑠඣ

がࢇ患ඣが入院となったሙྜ，患ඣがᗂかった

り，疾患が重⠜であるሙྜはẕぶが௜きῧうこ

とが多く，ᐙᗞ生活に変໬が生じ，ẕぶはᐙ᪘

の様々な問題をᢪえることになる㸦ኴ田・ᑠ野・

ኴ田・松஭，1992㸧。また，ᑠඣがࢇ患ඣのき

うだい㸧は，⣙༙数がᗂඣࡻうだい㸦௨ୗきࡻ

ᮇのᏊども，⣙３๭が学❺ᮇのᏊどもとなって

おり，ᗂいᏊどもが多い㸦ኴ田௚，1992㸧。ᑠ 
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学ᰯప学ᖺまでのきࡻうだいは，⎔ቃの変໬に

よる心㌟の反応が早ᮇにฟやすい㸦ᑠ⃝・Ἠ・

᳃本・┿㒊・⣽㇂，2007㸧。៏性疾患に௦⾲さ

れる㛗ᮇ療㣴がᚲ要なきࡻうだいでは，患ඣの

療㣴生活にకいきࡻうだい自㌟の生活も変໬ࡏ

るをᚓない状ἣが生じ，その影響は㛗ᮇ的なࡊ

ものになる㸦ྂ⁁，2012㸧。また，ẕぶの状態

不Ᏻが強い࡯ど，きࡻうだいが，㌟体的不調や

ⴠち㎸ࡳ，不Ᏻ・抑うつをッえていることが示

されている㸦᪂ᐙ，2009㸧。このように，患ඣ

の発⑓・入院にకうẕぶの不在や精神状態が，

きࡻうだいに心⌮♫఍的影響を୚えていること

が考えられる。ẕぶときࡻうだいの୧者にඹ㏻

して発症する精神的な問題として，心的እയᚋ

ストレス症状㸦Post-traumatic Stress 
Symptoms，௨ୗ PTSS とする㸧の発症⋡の㧗

さが問題どされている。ඛ行研究によれば，ᑠ

ඣがࢇ患ඣのぶの⣙㸴㹼10㸣が重症~᭱重症の

PTSS を࿊しており，⣙ 20㹼40㸣は₯在的では
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あっても中➼度の PTSS を࿊している

㸦Stuber，Kazak，㸤 Meeske，1998㸧。きࡻ

うだいに㛵しては，中➼症௨上の PTSS を࿊し

ているきࡻうだいは⣙ 30㸣であった㸦ᑠ⃝，

2005㸧。௨上のことから，ᑠඣがࢇ患ඣのẕぶ

やきࡻうだいの PTSS は，発症⋡の㧗さからも

重大な問題だとゝえる。 
このように，きࡻうだいは，PTSS などの心

⌮♫఍的影響をཷけていることが示されてい

る。しかし，本㑥における疾患をᢪえる患ඣを

もつきࡻうだいの心⌮的問題に㛵する実ド的研

究はᑡなく，ኴ田ら㸦1992㸧や᪂ᐙ・⸨原㸦2010㸧
などಖㆤ者のሗ࿌にとどまっている。さらに，

ẕぶの PTSS ときࡻうだいの PTSS との㛵連に

ついての研究はなされていない。そこで本研究

では，ẕぶときࡻうだい཮᪉に調ᰝを実᪋し，

ẕぶときࡻうだいの PTSS の現状をᢕᥱすると

ඹに，ẕぶの PTSS ときࡻうだいの PTSS との

㛵連を検討することを目的とする。ẕぶときࡻ

うだいの PTSS との㛵連が᫂らかになることに

よって，ẕぶの PTSS を考៖し，きࡻうだいに

トを࣮࣏ࢧトなどእ㒊からの࣮࣏ࢧルࣕࢩ࣮ࢯ

行い，きࡻうだいの心⌮♫఍的苦痛の軽ῶや，

不適応状ἣを⦆࿴できると考えられる。 
なお，本研究では，一⯡のきࡻうだい研究㸦☾

崎，2007㸧では，ᖺ上のきࡻうだいがᖺୗのき

うだいに対し㊥㞳を置きがちであるのに対ࡻ

し，ᖺୗのきࡻうだいはᖺ上のきࡻうだいを自

己に㏆௜けて捉えようとすることがゝわれてい

るため，仮説㸯として，「きࡻうだいが患ඣより

ᖺ上である᪉が，PTSS が軽症である。」をタ

定した。また，PTSS 症状は，時間の経過とඹ

に軽ᛌしていく傾向にあることがいわれている

㸦松岡・松岡・Ọᒲ・中ᓥ・金ྜྷ，2004㸧た

め，仮説㸰として，「発症からの経過ᖺ数が㛗い

うだいのࡻどき࡯ PTSS は軽症である。」，仮説

３として，「発症からの経過ᖺ数が㛗い࡯どẕぶ

の PTSS は軽症である。」をタ定した。 
さらに，ẕぶの状態不Ᏻなどの精神状態の不

Ᏻ定さが，きࡻうだいのめまいや㢌痛などの㌟

体的不調やⴠち㎸ࡳ，心配などの不Ᏻ・抑うつ

などの精神的不調をッえていることが示されて

いる㸦᪂ᐙ，2009㸧。したがって，ẕぶの PTSS
がきࡻうだいの PTSS との㛵連することが示唆

される。よって，仮説㸲として「ẕぶの PTSS
が重症である࡯ど，きࡻうだいの PTSS は重症

である。」をタ定した。 
 

᪉ἲ 

 

調ᰝ対㇟者 
㒔ෆ⚾立⥲ྜ⑓院に，治療または࢔࣮࢛ࣟࣇ

患ඣのࢇのためにእ᮶ཷデしているᑠඣがࣉࢵ

きࡻうだい 26 ྡおよࡧẕぶ 24 ྡを対㇟とし

た。適᱁基‽は㸦a㸧⑓⌮⤌⧊学的にᑠඣがࢇま

たはᝏ性⭘⒆と確定デ᩿され，治療のために，

㛗ᮇ入院がᚲ要であった患ඣのẕぶまたはきࡻ

うだいであること，㸦b㸧患ඣが生存している者，

㸦c㸧患ඣが入院時，患ඣのきࡻうだいが 20 ṓ

ᮍ‶の者の３Ⅼとした。㝖እ基‽は，研究の㊃

᪨を⌮ゎするのが困難な者㸦精神㐜⁫など㸧と

した。 
調ᰝ実᪋ᮇ間  

調ᰝは，2013 ᖺ㸶᭶から 2014 ᖺ３᭶までの

ᮇ間で行なわれた。 
調ᰝᡭ続き  
調ᰝᢸᙜ者が適᱁患者の㑅ฟと候⿵者㸦患ඣ㸧

のᑠඣ科እ᮶ཷデ状ἣを調ᰝし，እ᮶ᢸᙜ་と

連⤡をとった。調ᰝᢸᙜ者が，調ᰝの㊃᪨を説

᫂し，候⿵者のಖㆤ者㸦ẕぶ㸧に対して，調ᰝ

用⣬，同意᭩およࡧ㏉信用ᑒ⟄を配ᕸし，ᅇ⟅

をồめた。さらに候⿵者のಖㆤ者㸦ẕぶ㸧に対

して，候⿵者のきࡻうだいの調ᰝについて説᫂

し，༠力してもらうことの同意をᚓた。また，

候⿵者のきࡻうだいに対して，調ᰝの説᫂に㛵

する᭩㢮，調ᰝ用⣬，及ࡧ㏉信用ᑒ⟄を候⿵者

のきࡻうだいにΏしていただくようಖㆤ者㸦ẕ

ぶ㸧に౫㢗した。同意᭩，調ᰝ用⣬の㏉信をも
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って，௒ᅇの研究༠力౫㢗に同意したものとし

た。 
調ᰝᮦᩱ 
ẕぶにᅇ⟅をồめた㡯目 
㸯㸬࢖࢙ࣇスデ࣮タ 
ձきࡻうだい㸸調ᰝ時のᖺ㱋，性ู，患ඣが発

症したᙜ時のᖺ㱋，患ඣの治療へのཧຍの᭷↓

㸦適ྜ検ᰝのための᥇⾑・࣮ࢼࢻになったか・

その௚㸧，患ඣが入院中に主に患ඣのきࡻうだい

の㣴⫱者であった人 
ղẕぶおよࡧ患ඣのきࡻうだいからሗ࿌され

たᑠඣがࢇ患ඣ㸸調ᰝ時のᖺ㱋，性ู，発症し

たᙜ時のᖺ㱋，⑓ྡ，主な治療ෆᐜ 
ճẕぶ㸸ẕぶのᖺ㱋 
㸰㸬PTSS 
㣕㫽஭㸦1999㸧によって作成されたᨵゞฟ᮶

事ࣃࣥ࢖クトᑻ度㸦IES-R㸧を用いた。22 㡯目

からᵓ成されており，「非常に」㹼「඲くなし」

の㸳௳ἲでᅇ⟅をồめた。ᚓⅬが㧗い࡯ど症状

が強いことを示している。治療࢞ࢻ࢖ラ࢖ 㸦ࣥ金

ྜྷ，2001㸧の基‽に従って，24 Ⅼ௨ୗを非⮫ᗋ

群，25 Ⅼ௨上を PTSS ⮫ᗋ群と定義した。 
患ඣのきࡻうだいにᅇ⟅をồめた㡯目 
㸯㸬PTSS 
 患ඣのきࡻうだいのᖺ㱋に応じて，現在 15
ṓ௨上の患ඣのきࡻうだいには IES-R，15 ṓᮍ

‶の患ඣのきࡻうだいには Posttraumatic 
Stress Disorder Reaction Index㸦PTSD-RI㸧日

本ㄒ∧を用いた。 
なお，PTSD-RI に㛵しては，侵入的思考，㏨

㑊，過ぬ㓰・過⥭張，不Ᏻ，がࢇ体験による࣏

な変໬などの症状を問うࣈ࢕ࢸࢪ 21 㡯目に

し，㸲௳ἲでᅇ⟅をồめた。がࢇ体験による࣏

な変໬の３㡯目を㝖いた，18ࣈ࢕ࢸࢪ 㡯目のྜ

ィᚓⅬを，Frederick㸤Lois㸦1985㸧のᥦ᱌する

ุ定基‽に基づき 16 Ⅼ௨ୗを非⮫ᗋ群，17 Ⅼ

௨上を⮫ᗋ群と定義した。 
ศᯒ᪉ἲ 
ᚓられたᅇ⟅のうち，ᑻ度ࡈとにḞᦆ್が 10

㸣௨ୗのሙྜは，Ḟᦆ್をྛ㡯目の中ኸ್を用

いて⿵᏶し，10㸣を㉸えるሙྜは，デ࣮タを๐

㝖した。さらに，研究の㝖እ基‽にྜ⮴する対

㇟者のデ࣮タを๐㝖し，本研究における᭱⤊的

なศᯒ対㇟者を㑅ฟした。 
᭱ึに，ᚓられたデ࣮タの特徴をᢕᥱするた

めに，グ述⤫ィ㔞を⟬ฟした。ḟに，きࡻうだ

いのᒓ性ときࡻうだいの PTSS の㛵連を᫂らか

にするために，きࡻうだいの PTSS を࢝ࢵト࢜

により，IES-R್ࣇ と PTSD-RI を非⮫ᗋ群と

⮫ᗋ群の㸰群にศけ，きࡻうだいのᒓ性�きࡻ

うだいの PTSS㸦非⮫ᗋ群・⮫ᗋ群㸧のクࣟス

⾲を作成し，Fisher のṇ確確⋡検定を行った。

ᑠඣがࢇデ᩿時からの経過ᖺ数とẕぶの PTSS
の㛵連を᫂らかにするために，経過ᖺ数を中ኸ

್により，３ᖺ௨ୗと㸲ᖺ௨上の㸰群にศけ，

経過ᖺ数を⊂立変数，ẕぶの IES-R ᚓⅬとその

ୗ఩ᑻ度を従ᒓ変数として，Mann̽Whitney の

U 検定を行なった。ḟに，ẕぶの PTSS と患ඣ

のきࡻうだいの PTSS の㛵連を検討するため

に，ẕぶの IES-R ᚓⅬとそのୗ఩ᑻ度ᚓⅬと患

ඣのきࡻうだいの IES-R ᚓⅬと PTSD-RI ᚓⅬ

の Spearman の㡰఩┦㛵ಀ数を⟬ฟした。ま

た，ẕぶの PTSS㸦非⮫ᗋ群・⮫ᗋ群㸧�きࡻ

うだいの PTSS㸦非⮫ᗋ群・⮫ᗋ群㸧のクࣟス

⾲を作成し，Fisher のṇ確確⋡検定を行なっ

た。なお，ศᯒには，IBM SPSS Statistics 21
を用いた。 
೔⌮的配៖  
本研究は，早稲田大学の人を対㇟とする研究

に㛵する೔⌮ᑂᰝጤဨ఍㸦ᢎ認␒ྕ㸸2013-059㸧
およࡧ，調ᰝを実᪋した㒔ෆ⚾立⥲ྜ⑓院の೔

⌮ጤဨ఍㸦ᑂᰝ␒ྕ㸸13-R007㸧にてᢎ認をᚓ

た上で実᪋した。 
 

⤖ᯝ 

 

㸯㸬対㇟者のᒓ性 
適᱁基‽およࡧ㝖እ基‽による㑅定の結果，

あっても中➼度の PTSS を࿊している

㸦Stuber，Kazak，㸤 Meeske，1998㸧。きࡻ

うだいに㛵しては，中➼症௨上の PTSS を࿊し

ているきࡻうだいは⣙ 30㸣であった㸦ᑠ⃝，

2005㸧。௨上のことから，ᑠඣがࢇ患ඣのẕぶ

やきࡻうだいの PTSS は，発症⋡の㧗さからも

重大な問題だとゝえる。 
このように，きࡻうだいは，PTSS などの心

⌮♫఍的影響をཷけていることが示されてい

る。しかし，本㑥における疾患をᢪえる患ඣを

もつきࡻうだいの心⌮的問題に㛵する実ド的研

究はᑡなく，ኴ田ら㸦1992㸧や᪂ᐙ・⸨原㸦2010㸧
などಖㆤ者のሗ࿌にとどまっている。さらに，

ẕぶの PTSS ときࡻうだいの PTSS との㛵連に

ついての研究はなされていない。そこで本研究

では，ẕぶときࡻうだい཮᪉に調ᰝを実᪋し，

ẕぶときࡻうだいの PTSS の現状をᢕᥱすると

ඹに，ẕぶの PTSS ときࡻうだいの PTSS との

㛵連を検討することを目的とする。ẕぶときࡻ

うだいの PTSS との㛵連が᫂らかになることに

よって，ẕぶの PTSS を考៖し，きࡻうだいに

トを࣮࣏ࢧトなどእ㒊からの࣮࣏ࢧルࣕࢩ࣮ࢯ

行い，きࡻうだいの心⌮♫఍的苦痛の軽ῶや，

不適応状ἣを⦆࿴できると考えられる。 
なお，本研究では，一⯡のきࡻうだい研究㸦☾

崎，2007㸧では，ᖺ上のきࡻうだいがᖺୗのき

うだいに対し㊥㞳を置きがちであるのに対ࡻ

し，ᖺୗのきࡻうだいはᖺ上のきࡻうだいを自

己に㏆௜けて捉えようとすることがゝわれてい

るため，仮説㸯として，「きࡻうだいが患ඣより

ᖺ上である᪉が，PTSS が軽症である。」をタ

定した。また，PTSS 症状は，時間の経過とඹ

に軽ᛌしていく傾向にあることがいわれている

㸦松岡・松岡・Ọᒲ・中ᓥ・金ྜྷ，2004㸧た

め，仮説㸰として，「発症からの経過ᖺ数が㛗い

うだいのࡻどき࡯ PTSS は軽症である。」，仮説

３として，「発症からの経過ᖺ数が㛗い࡯どẕぶ

の PTSS は軽症である。」をタ定した。 
さらに，ẕぶの状態不Ᏻなどの精神状態の不

Ᏻ定さが，きࡻうだいのめまいや㢌痛などの㌟

体的不調やⴠち㎸ࡳ，心配などの不Ᏻ・抑うつ

などの精神的不調をッえていることが示されて

いる㸦᪂ᐙ，2009㸧。したがって，ẕぶの PTSS
がきࡻうだいの PTSS との㛵連することが示唆

される。よって，仮説㸲として「ẕぶの PTSS
が重症である࡯ど，きࡻうだいの PTSS は重症

である。」をタ定した。 
 

᪉ἲ 

 

調ᰝ対㇟者 
㒔ෆ⚾立⥲ྜ⑓院に，治療または࢔࣮࢛ࣟࣇ

患ඣのࢇのためにእ᮶ཷデしているᑠඣがࣉࢵ

きࡻうだい 26 ྡおよࡧẕぶ 24 ྡを対㇟とし

た。適᱁基‽は㸦a㸧⑓⌮⤌⧊学的にᑠඣがࢇま

たはᝏ性⭘⒆と確定デ᩿され，治療のために，

㛗ᮇ入院がᚲ要であった患ඣのẕぶまたはきࡻ

うだいであること，㸦b㸧患ඣが生存している者，

㸦c㸧患ඣが入院時，患ඣのきࡻうだいが 20 ṓ

ᮍ‶の者の３Ⅼとした。㝖እ基‽は，研究の㊃

᪨を⌮ゎするのが困難な者㸦精神㐜⁫など㸧と

した。 
調ᰝ実᪋ᮇ間  

調ᰝは，2013 ᖺ㸶᭶から 2014 ᖺ３᭶までの

ᮇ間で行なわれた。 
調ᰝᡭ続き  
調ᰝᢸᙜ者が適᱁患者の㑅ฟと候⿵者㸦患ඣ㸧

のᑠඣ科እ᮶ཷデ状ἣを調ᰝし，እ᮶ᢸᙜ་と

連⤡をとった。調ᰝᢸᙜ者が，調ᰝの㊃᪨を説

᫂し，候⿵者のಖㆤ者㸦ẕぶ㸧に対して，調ᰝ

用⣬，同意᭩およࡧ㏉信用ᑒ⟄を配ᕸし，ᅇ⟅

をồめた。さらに候⿵者のಖㆤ者㸦ẕぶ㸧に対

して，候⿵者のきࡻうだいの調ᰝについて説᫂

し，༠力してもらうことの同意をᚓた。また，

候⿵者のきࡻうだいに対して，調ᰝの説᫂に㛵

する᭩㢮，調ᰝ用⣬，及ࡧ㏉信用ᑒ⟄を候⿵者

のきࡻうだいにΏしていただくようಖㆤ者㸦ẕ

ぶ㸧に౫㢗した。同意᭩，調ᰝ用⣬の㏉信をも
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M ±SD /N range/%
ẕぶ （N =24)

ᖺ㱋 43.50 ± 4.25 35䇲53
PTSSの㔜⑕ᗘ IES-R 14.96 ± 11.43 0-47

ᝈඣ （N =24)
Ⓨ⑕ᙜ᫬ᖺ㱋 7.50 ± 5.70 0-20
⌧ᅾᖺ㱋 11.92 ± 5.00 3䇲22
Ⓨ⑕䛛䜙の⤒㐣ᖺ数 4.42 ± 3.41 1䇲14
ฟ⏕㡰఩ ➨䠍Ꮚ 6 25.00

➨䠎Ꮚ 14 58.30
➨䠏Ꮚ 4 16.70

ᛶู ⏨ 17 70.80
ዪ 7 29.20

⑓ྡ ⓑ⾑⑓ 15 44.20
⚄⤒ⱆ⭘ 3 7.00
ᝏᛶ䝸䞁䝟⭘ 2 4.70
⬻⭘⒆ 2 4.70
䝴䞊䜲䞁䜾⫗⭘ 1 2.30
P-NET 1 2.30

἞⒪ἲ ໬Ꮫ⒪ἲ 23 95.80
ᨺᑕ⥺⒪ἲ 5 20.80
ᡭ⾡ 6 25.00
㦵㧊⛣᳜ 7 29.20
䛭の௚ 2 8.70

䛝䜗䛖䛰䛔 （N =26)
ᝈඣⓎ⑕ᙜ᫬ᖺ㱋 9.23 ± 3.91 3䇲19
⌧ᅾᖺ㱋 13.38 ± 2.95 10䇲20
ฟ⏕㡰఩ ➨䠍Ꮚ 17 65.40

➨䠎Ꮚ 8 30.80
➨䠏Ꮚ 1 3.80

ᛶู ⏨ 19 73.10
ዪ 7 26.90

ᝈඣ䛸のᖺ㱋関係 䛝䜗䛖䛰䛔䛜ᖺୖ 19 73.10
䛝䜗䛖䛰䛔䛜ᖺୗ 7 26.90

἞⒪への関䜟䜚 㐺ྜ᳨ᰝの䛯䜑の᥇⾑ 2 7.70
䝗䝘䞊 3 11.50

㣴⫱⪅ ∗ぶ 11 42.30
ẕぶ 10 38.50
䛝䜗䛖䛰䛔 1 3.80
♽∗ 4 15.40
♽ẕ 14 53.80
䛭の௚ 2 8.00

PTSSの㔜⑕ᗘ IES-R(N =10）（15ṓ௨ୖ） 4.80 ± 7.90 0䇲26
PTSD-RI(N =17)（15ṓᮍ‶） 13.29 ± 8.29 0䇲27

Table 1䚷ᑐ㇟⪅䛾ᒓᛶ
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調ᰝにཧຍした対㇟者は，ẕぶ 24 ྡ，きࡻうだ

い 26 ྡであった。本研究の対㇟者のᒓ性につい

て Table㸯に示す。ẕぶの PTSS の⮫ᗋ群の๭

ྜは 12.50㸣，きࡻうだいの⮫ᗋ群の๭ྜは

23.10㸣であった。 
㸰㸬患ඣのきࡻうだいとẕぶにおける，ᒓ性と

PTSS との㛵連 
仮説㸯，仮説㸰を検討するために，患ඣとの㛵

ಀ㸦ᖺ上・ᖺୗ㸧，発症からの経過ᖺ数㸦３ᖺ௨

ෆ・㸲ᖺ௨上㸧�患ඣのきࡻうだいの PTSS㸦非

⮫ᗋ群・⮫ᗋ群㸧のクࣟス⾲を作成し，Fisher
のṇ確確⋡検定を行った㸦Table㸰㸧。その結果，

すべての㡯目で᭷意差は認められなかった㸦患

ඣとの㛵ಀ㸸㹮=.15㸹発症からの経過ᖺ数㸸㹮

=1.00㸧。 
仮説３を検討するために，経過ᖺ数㸦３ᖺ௨

ෆ・㸲ᖺ௨上㸧を⊂立変数，ẕぶの IES-R ᚓⅬ

のྜィᚓⅬおよࡧそのୗ఩ᑻ度ᚓⅬを従ᒓ変数

として，Mann̽Whitney の U 検定を行なった

㸦Table３㸧。その結果，IES-R ᚓⅬのྜィ，ୗ

఩ᚓⅬに㛵して，᭷意な㛵ಀは認められなかっ

た㸦ྜィ㸸U=39.50，n.s.㸹෌体験・侵入的᝿㉳㸸

U =41.00，n.s.㸹ᅇ㑊㸸U =62.00, n.s.㸹ぬ㓰ஹ

進㸸U =39.00，n.s.㸧。 
３㸬ẕぶの PTSS と患ඣのきࡻうだいの PTSS
との㛵連 
仮説㸲を検討するために，ẕぶの IES-R のྜ

ィᚓⅬおよࡧୗ఩ᑻ度ᚓⅬと患ඣのきࡻうだい

の PTSD-RI のྜィᚓⅬ，IES-R のྜィᚓⅬの

Spearman の㡰఩┦㛵ಀ数を⟬ฟした㸦Table
㸲㸧。その結果，ẕぶの IES-R ྜィᚓⅬ，と 15
ṓᮍ‶の患ඣのきࡻうだいの PTSD-RI のᚓⅬ

に中程度の┦㛵がࡳられた㸦㹰=.65，p㸺.01㸧。
さらに，ୗ఩ᑻ度の෌体験・侵入的᝿㉳ᚓⅬと

ぬ㓰ஹ進ᚓⅬと㸯㸳ṓᮍ‶のきࡻうだいの

PTSD-RI ᚓⅬとの間にも中程度のṇの┦㛵が

認められた㸦෌体験・侵入的᝿㉳㸸㹰 =.64，p
㸺.01㸹ぬ㓰ஹ進㸸㹰=.63, p㸺.01㸧。さらに，ẕ

ぶの PTSS㸦非⮫ᗋ群・⮫ᗋ群㸧�患ඣのきࡻ

うだいの PTSS㸦非⮫ᗋ群・⮫ᗋ群㸧のクࣟス

⾲を作成し，Fisher のṇ確確⋡検定を行った

㸦Table㸳㸧。その結果，ẕぶの PTSS と患ඣの

きࡻうだいの PTSS のฟ現頻度に᭷意な㐪いは

認められなかった㸦㹮=1.00㸧。 
 

N 㸣 N 㸣

患ඣとの㛵ಀ ᖺ上 13 50.00 6 23.08
ᖺୗ 7 26.92 0 0.00

発症からの経過ᖺ数 3ᖺ௨ୗ 12 46.15 3 11.54
4ᖺ௨上 8 30.77 3 11.54

Table2ࠉ患ඣのきࡻうだいのᒓ性によるPTSSの差異

p
    非⮫ᗋ群    ⮫ᗋ群

0.15

1.00

 M   SD  M   SD
IES-R 18.21 12.81 10.40 7.88 0.07
෌体験，侵入的᝿㉳ 8.43 6.63 4.00 3.27 0.09
ᅇ㑊 4.64 3.71 3.80 3.25 0.63
ぬ㓰ஹ進 5.29 3.99 2.60 2.84 0.07

p

Table3ࠉ経過ᖺ数とẕぶのPTSSとの㛵連

 ３ᖺ௨ෆ㸦N =14㸧  㸲ᖺ௨上㸦N =10㸧

 

M ±SD /N range/%
ẕぶ （N =24)

ᖺ㱋 43.50 ± 4.25 35䇲53
PTSSの㔜⑕ᗘ IES-R 14.96 ± 11.43 0-47

ᝈඣ （N =24)
Ⓨ⑕ᙜ᫬ᖺ㱋 7.50 ± 5.70 0-20
⌧ᅾᖺ㱋 11.92 ± 5.00 3䇲22
Ⓨ⑕䛛䜙の⤒㐣ᖺ数 4.42 ± 3.41 1䇲14
ฟ⏕㡰఩ ➨䠍Ꮚ 6 25.00

➨䠎Ꮚ 14 58.30
➨䠏Ꮚ 4 16.70

ᛶู ⏨ 17 70.80
ዪ 7 29.20

⑓ྡ ⓑ⾑⑓ 15 44.20
⚄⤒ⱆ⭘ 3 7.00
ᝏᛶ䝸䞁䝟⭘ 2 4.70
⬻⭘⒆ 2 4.70
䝴䞊䜲䞁䜾⫗⭘ 1 2.30
P-NET 1 2.30

἞⒪ἲ ໬Ꮫ⒪ἲ 23 95.80
ᨺᑕ⥺⒪ἲ 5 20.80
ᡭ⾡ 6 25.00
㦵㧊⛣᳜ 7 29.20
䛭の௚ 2 8.70

䛝䜗䛖䛰䛔 （N =26)
ᝈඣⓎ⑕ᙜ᫬ᖺ㱋 9.23 ± 3.91 3䇲19
⌧ᅾᖺ㱋 13.38 ± 2.95 10䇲20
ฟ⏕㡰఩ ➨䠍Ꮚ 17 65.40

➨䠎Ꮚ 8 30.80
➨䠏Ꮚ 1 3.80

ᛶู ⏨ 19 73.10
ዪ 7 26.90

ᝈඣ䛸のᖺ㱋関係 䛝䜗䛖䛰䛔䛜ᖺୖ 19 73.10
䛝䜗䛖䛰䛔䛜ᖺୗ 7 26.90

἞⒪への関䜟䜚 㐺ྜ᳨ᰝの䛯䜑の᥇⾑ 2 7.70
䝗䝘䞊 3 11.50

㣴⫱⪅ ∗ぶ 11 42.30
ẕぶ 10 38.50
䛝䜗䛖䛰䛔 1 3.80
♽∗ 4 15.40
♽ẕ 14 53.80
䛭の௚ 2 8.00

PTSSの㔜⑕ᗘ IES-R(N =10）（15ṓ௨ୖ） 4.80 ± 7.90 0䇲26
PTSD-RI(N =17)（15ṓᮍ‶） 13.29 ± 8.29 0䇲27

Table 1䚷ᑐ㇟⪅䛾ᒓᛶ
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⪃ᐹ 

 

本研究の目的は，ẕぶの PTSS とᑠඣがࢇ患ඣ

のきࡻうだいの PTSS との㛵連を検討すること

であった。 
 まࡎ，きࡻうだいのᒓ性と PTSS との㛵連に

㛵して，「患ඣのきࡻうだいが患ඣよりᖺ上であ

る᪉が，PTSS が軽症である。」を検討した。し

かし，患ඣときࡻうだいのᖺ㱋㛵ಀと PTSS の

重症度との㛵連は見られなかった。௒ᅇの対㇟

者には，ᖺ上のきࡻうだいが多かったが，ᖺ上

であるかᖺୗであるかに㛵わらࡎ PTSS ⮫ᗋ群

が存在していた。ᖺୗであるሙྜは，患ඣに௜

きῧうẕぶに⏑えることができないため，ᖺ上

であるሙྜは，ᐙでのᡭఏいなどのᙺ๭が増ຍ

するため，୧者がそれࡒれの異なるストレスを

ᢪえていることが考えられる。さらに，「発症か

らの経過ᖺ数が㛗い࡯どきࡻうだいの PTSS は

軽症である。」「発症からの経過ᖺ数が㛗い࡯ど

ẕぶの PTSS は軽症である。」を検討した結果，

経過ᖺ数によるきࡻうだい，ẕぶの PTSS に差

異は認められなかった。がࢇに㛵連する PTSS
は，時間の経過とඹに軽ᛌしていく傾向にある

㸦松岡௚，2004㸧が，௒ᅇの研究では，時間経    

 

過によるきࡻうだいとẕぶの PTSS の程度の変

໬は認められࡎ，時間が経過しても PTSS を࿊

しているものがいるということが考えられた。

ẕぶの PTSS が，㏥院ᚋ㸳ᖺᮍ‶と㸳ᖺ௨上で

IES-R ᚓⅬに差異が見られࡴ，ࡎしࢁ㸳ᖺ௨上

の᪉が IES-RᚓⅬが㧗い傾向があることもいわ

れている㸦㧗宮・松原・ᕝῧ・☾㒊，2010㸧こ

とから，患ඣのᐙ᪘の PTSS の持続に㛵してさ

らに研究するᚲ要があると考えられる。 
ḟに，「ẕぶの PTSS が重症である࡯ど，患ඣ

のきࡻうだいの PTSS は重症である。」を検討し

た結果，௒ᅇの研究で，ẕぶと 15 ṓᮍ‶の患ඣ

のきࡻうだいの PTSS に⤫ィ的に᭷意な㛵連が

見られた。ᑠ学ᰯప学ᖺまでの患ඣのきࡻうだ

いは，⎔ቃの変໬による心㌟の反応が早ᮇにฟ

やすい㸦ᑠ⃝௚，2007㸧。さらに，精神症状が

られるẕぶのᏊどもにఱらかの精神疾患がฟࡳ

現するྍ能性は，40㹼70㸣であるといわれてい

る㸦㕥ᮌ・໭・ຍ我・୕◁・➉原・稲ᇉ，2014㸧。
15 ṓ௨上の患ඣのきࡻうだいは，ぶから自立す

ることがฟ᮶るため，ぶの PTSS ときࡻうだい

の PTSS のᚓⅬに┦㛵がࡳられなかったことが

考えられる。このことから，きࡻうだいの PTSS
の㧗さが発ぬしたሙྜに，ẕぶも PTSS を࿊し

N 㸣 N 㸣

ẕぶ 非⮫ᗋ群 17 65.38 5 19.23
⮫ᗋ群 3 11.54 1 3.85 1.00

Table㸳 ẕぶのPTSSと患ඣのきࡻうだいのPTSSとの㛵連

p⮫ᗋ群非⮫ᗋ群

きࡻうだい

Table4 ẕぶのPTSSᚓⅬと患ඣのきࡻうだいのPTSSᚓⅬの┦㛵ಀ数

ẕぶの3766 IES-R 0.65 **

෌体験，侵入的᝿㉳ 0.64 **

ᅇ㑊 0.47
ぬ㓰ஹ進 0.63 **


S ���� 

S �����

0.30

PTSD-RIᚓⅬ IES-RᚓⅬ

患ඣのきࡻうだいのPTSS

0.40
0.42
0.26
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ているྍ能性が㧗いため，ࣕࢩ࣮ࢯル࣮࣏ࢧト

など患ඣのきࡻうだいに対するእ㒊からの支᥼

がᚲ要であると考えられる。きࡻうだいに対す

る࣮࣏ࢧト※として，ᐙᗞでの࣮࣏ࢧト௨እに

も，患ඣのきࡻうだいは，学ᰯからの࣮࣏ࢧト

をཷᐜできるため，学ᰯでᏳ定した日常を㏦れ

るように支᥼することが重要である。1999 ᖺに

SIOP から示されたきࡻうだい᥼ຓの࢞ࢻ࢖ラ

，㸦Spinetta，Jankovic，Eden，Greenࣥ࢖
Martins，Wandzura，& Masera，1999㸧のな

かでも，きࡻうだい㐩が，学ᰯでᛣり・ᝒしࡳ・

不Ᏻなどの⾲᝟を⾲ฟすることがあるため，ᚲ

要に応じてඛ生にも支えてもらえるように，き

うだいの学ᰯに状ἣを連⤡しておくことを່ࡻ

めている。また，患ඣのきࡻうだいのᖺ㱋や発

㐩ẁ㝵を考៖して，説᫂を行うことで，患ඣの

がࢇに㛵してṇしく⌮ゎでき，不Ᏻを軽ῶした

り，ᐙ᪘がࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥをとることがで

き，␯እ感もῶᑡさࡏ，患ඣのきࡻうだいの

PTSS を軽ῶできると考えられる。 
本研究の結果，⮫ᗋ群と非⮫ᗋ群にศけて考ᐹ

すると，ẕぶのPTSSの⮫ᗋ群の๭ྜは 12.50㸣，

患ඣのきࡻうだいの⮫ᗋ群の๭ྜは 23.10㸣で

あり，ᑠ⃝㸦2005㸧のሗ࿌よりもẕぶ，患ඣの

きࡻうだいඹに，PTSS の重症度はపかった。

本研究の調ᰝを実᪋した⑓院では，⡿ᅜで行わ

れていたト࣮タル࢔ࢣのࢩスࢸムに╔目し，い

ち早くそれをᑟ入し，ẖ㐌，་ᖌ，┳ㆤᖌなど

さまࡊまな⫋✀の⫋ဨが一ᇽに఍して，患者さ

，のことについてヰしྜう఍㆟を㛤いておりࢇ

日々のᑠඣがࢇ┳ㆤの現ሙにもト࣮タル࢔ࢣが

行きᒆいている㸦ྜྷᕝ，2009㸧。さらにその⑓

院は，ᑠඣがࢇ患ඣのᐙ᪘へのබ㛤࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

ムや支᥼ࢢル࣮ࣉを立ち上ࡆるなど，ẕぶや患

ඣのきࡻうだいに対する支᥼を✚ᴟ的に行なっ

てきた㸦ྜྷᕝ，2009㸧結果，きࡻうだいの PTSS
が軽症໬したと考えられる。このように，་療

㛵ಀ者がᑠඣがࢇ患ඣのᐙ᪘に入院中から࣏ࢧ

࣮トを行なうことは重要であるといえる。 

本研究では，ẕぶと患ඣのきࡻうだいの PTSS
に㛵して 15 ṓᮍ‶の患ඣのきࡻうだいのࡳに，

ẕぶの PTSS と⤫ィ的に᭷意な㛵連を見ฟすこ

とができた。ᑠඣがࢇ患ඣをᢪえるᐙ᪘におけ

る PTSS に㛵するこれまでのඛ行研究ではその

㛵連について一㈏した結果がᚓられておらࡎ，

たとえば，ẕぶと患ඣの PTSS には┦㛵がある

とのሗ࿌㸦Barakat，Kazak，Meadows，Casey，
Meeske，& Stuber，1997㸧がある一᪉で，୧

ぶと患ඣの PTSS との間には㛵連が認められな

かったこともሗ࿌されている㸦ᑠ⃝，2005㸧。
また，௒ᅇの調ᰝのように，ᑠඣがࢇ患ඣのき

。うだいをᢅった研究は本㑥ではまだ数ᑡないࡻ

ᾏእよりも入院ᮇ間が㛗い本㑥では，自Ꮿにྲྀ

りṧされるきࡻうだいへの支᥼は，ᾏእ௨上に

大切といえる㸦ᑠ⃝，2012㸧。௒ᚋ，きࡻうだ

いもྵめたᐙ᪘における本㑥での PTSS の観Ⅼ

をྵめ，発⑓早ᮇから，㜚⑓生活の支えになる

♫఍㈨※や᝟ሗのᥦ౪を，་療者や心⌮ኈが行

なうᚲ要があると考えられる。 
本研究の㝈⏺と௒ᚋのᒎᮃについて，本研究で

は，௒ᅇの調ᰝは㸯つの᪋タでのࡳ実᪋された

調ᰝであったため，対㇟者の特徴に೫りが生じ

たྍ能性がある。㸯᪋タの೫りというⅬにຍえ

て，この᪋タでは，ᐙ᪘支᥼を✚ᴟ的に行なっ

ていることが，⫯定的な結果を୚えたྍ能性が

ある。本研究ではẕぶ 24 ྡ，患ඣのきࡻうだい

26 ྡを対㇟に検討を行なったが，༑ศな検討が

なされたとはゝい難い。より信㢗性の㧗い結果

をᥦ示するためにも，௒ᚋの研究において対㇟

者を増やすことがồめられる。௒ᅇの調ᰝでは

ẕぶと患ඣのきࡻうだいの PTSS について調ᰝ

を行ったが，患ඣのきࡻうだいの PTSS は，特

性不Ᏻと┦㛵があること，きࡻうだい自㌟の学

ᰯのඛ生からの࣮࣏ࢧトᤵ୚感が㧗い࡯ど

PTSS は軽症である傾向があること，きࡻうだ

いが患ඣの⑓気や⑓状の᝟ሗをᥦ౪されている

と PTSS の軽症໬につながることが示されてい

るため㸦ᑠ⃝，2005㸧，これらの要因の㛵連も

 

⪃ᐹ 

 

本研究の目的は，ẕぶの PTSS とᑠඣがࢇ患ඣ

のきࡻうだいの PTSS との㛵連を検討すること

であった。 
 まࡎ，きࡻうだいのᒓ性と PTSS との㛵連に

㛵して，「患ඣのきࡻうだいが患ඣよりᖺ上であ
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重症度との㛵連は見られなかった。௒ᅇの対㇟

者には，ᖺ上のきࡻうだいが多かったが，ᖺ上

であるかᖺୗであるかに㛵わらࡎ PTSS ⮫ᗋ群
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きῧうẕぶに⏑えることができないため，ᖺ上

であるሙྜは，ᐙでのᡭఏいなどのᙺ๭が増ຍ

するため，୧者がそれࡒれの異なるストレスを

ᢪえていることが考えられる。さらに，「発症か

らの経過ᖺ数が㛗い࡯どきࡻうだいの PTSS は

軽症である。」「発症からの経過ᖺ数が㛗い࡯ど

ẕぶの PTSS は軽症である。」を検討した結果，

経過ᖺ数によるきࡻうだい，ẕぶの PTSS に差

異は認められなかった。がࢇに㛵連する PTSS
は，時間の経過とඹに軽ᛌしていく傾向にある

㸦松岡௚，2004㸧が，௒ᅇの研究では，時間経    

 

過によるきࡻうだいとẕぶの PTSS の程度の変

໬は認められࡎ，時間が経過しても PTSS を࿊

しているものがいるということが考えられた。

ẕぶの PTSS が，㏥院ᚋ㸳ᖺᮍ‶と㸳ᖺ௨上で

IES-R ᚓⅬに差異が見られࡴ，ࡎしࢁ㸳ᖺ௨上

の᪉が IES-RᚓⅬが㧗い傾向があることもいわ

れている㸦㧗宮・松原・ᕝῧ・☾㒊，2010㸧こ

とから，患ඣのᐙ᪘の PTSS の持続に㛵してさ

らに研究するᚲ要があると考えられる。 
ḟに，「ẕぶの PTSS が重症である࡯ど，患ඣ

のきࡻうだいの PTSS は重症である。」を検討し

た結果，௒ᅇの研究で，ẕぶと 15 ṓᮍ‶の患ඣ

のきࡻうだいの PTSS に⤫ィ的に᭷意な㛵連が

見られた。ᑠ学ᰯప学ᖺまでの患ඣのきࡻうだ

いは，⎔ቃの変໬による心㌟の反応が早ᮇにฟ

やすい㸦ᑠ⃝௚，2007㸧。さらに，精神症状が

られるẕぶのᏊどもにఱらかの精神疾患がฟࡳ

現するྍ能性は，40㹼70㸣であるといわれてい

る㸦㕥ᮌ・໭・ຍ我・୕◁・➉原・稲ᇉ，2014㸧。
15 ṓ௨上の患ඣのきࡻうだいは，ぶから自立す

ることがฟ᮶るため，ぶの PTSS ときࡻうだい

の PTSS のᚓⅬに┦㛵がࡳられなかったことが

考えられる。このことから，きࡻうだいの PTSS
の㧗さが発ぬしたሙྜに，ẕぶも PTSS を࿊し

N 㸣 N 㸣

ẕぶ 非⮫ᗋ群 17 65.38 5 19.23
⮫ᗋ群 3 11.54 1 3.85 1.00

Table㸳 ẕぶのPTSSと患ඣのきࡻうだいのPTSSとの㛵連

p⮫ᗋ群非⮫ᗋ群

きࡻうだい

Table4 ẕぶのPTSSᚓⅬと患ඣのきࡻうだいのPTSSᚓⅬの┦㛵ಀ数

ẕぶの3766 IES-R 0.65 **

෌体験，侵入的᝿㉳ 0.64 **

ᅇ㑊 0.47
ぬ㓰ஹ進 0.63 **


S ���� 

S �����

0.30

PTSD-RIᚓⅬ IES-RᚓⅬ

患ඣのきࡻうだいのPTSS

0.40
0.42
0.26
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考えられる。௒ᅇの調ᰝでは，ẕぶの PTSS と

患ඣのきࡻうだいの PTSS の┤᥋的な㛵ಀを検

討した。௒ᚋ，௚の要因もྵめた᭦なる調ᰝが

ᮇᚅされる。 
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Abstract 
 

The purpose of this study was to discuss the relationship between 
Post-traumatic stress symptoms(PTSS) demonstrated by mothers and PTSS 
demonstrated by siblings of children with cancer㸬We used questionnaire to 
investigate 24 mothers and 26 siblings of child patients with cancer㸬
Correlation analysis revealed a medium degree of correlation between PTSS 
shown by mothers and siblings aged 15 years and younger of children with 
cancer㸬If the PTSS of siblings of children with cancer is discovered，mothers 
are likely to show PTSS㸬Thus，we conclude social support for siblings is needed㸬 

 
Key words: childhood cancer，mother，siblings，Post-traumatic Stress Symptoms
㸦PTSS㸧，social support 
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